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証券コード3726
平成29年12月５日

株 主 各 位
福岡市中央区薬院一丁目１番１号
株式会社フォーシーズホールディングス

　

代表取締役社長 　洲 崎 智 広
　

第15期定時株主総会招集ご通知
　
拝啓 日頃より格別のご高配を賜り、厚く御礼申しあげます。
　さて、当社第15期定時株主総会を下記により開催いたしますので、ご出席くださいますよう
ご通知申しあげます。
　なお、当日ご出席願えない場合は、書面によって議決権を行使することができますので、お手
数ながら後記の株主総会参考書類をご検討のうえ、同封の議決権行使書用紙に議案に対する賛否
をご表示いただき、平成29年12月21日（木曜日）午後６時までに到着するようご返送ください
ますようお願い申しあげます。

敬 具
記

　
１．日 時 平成29年12月22日（金曜日）午後１時
２．場 所 福岡市中央区渡辺通二丁目７番21号

タカクラホテル福岡 ２階「富士の間」
３．目 的 事 項
報 告 事 項 １．第15期（平成28年10月１日から平成29年９月30日まで）事業報告、連

結計算書類並びに会計監査人及び監査役会の連結計算書類監査結果報告の
件

２．第15期（平成28年10月１日から平成29年９月30日まで）計算書類報告の件
決 議 事 項
議 案 取締役５名選任の件

以 上
〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰
・当日ご出席の際は、お手数ながら同封の議決権行使書用紙を会場受付にご提出くださいますようお願い申しあげます。
・本招集ご通知に際して提供すべき書類のうち、次の事項につきましては法令及び定款の定めにより、インターネット上の当社ウェブ
サイト（http://www.4cs-holdings.co.jp/ir/）に記載しておりますので、本招集ご通知には掲載しておりません。
①事業報告の新株予約権に関する事項並びに会社の体制及び方針 ②連結計算書類の連結株主資本等変動計算書及び連結注記表
③計算書類の株主資本等変動計算書及び個別注記表

なお、本招集ご通知の添付書類に記載しております連結計算書類及び計算書類は、監査役が監査報告を、会計監査人が会計監査報告
を作成するに際して監査をした書類の一部であります。

・株主総会参考書類並びに事業報告、計算書類及び連結計算書類に修正が生じた場合には、インターネット上の当社ウェブサイト
（http://www.4cs-holdings.co.jp/ir/）にてお知らせいたします。
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（提供書面）
　

事 業 報 告
　

（平成
平成

28
29
年
年
10
９
月
月
１
30
日から
日まで）

　
１．企業集団の現況に関する事項
（１）事業の経過及びその成果

　当連結会計年度における我が国経済は、政府や日銀による各種政策を背景に、企業業績
や雇用情勢の改善傾向が継続しており、景気は穏やかな回復を続けております。一方で、
米国における政権交代の影響や欧州の政治不安、海外経済の不確実性の高まり等により、
依然として先行き不透明な状況で推移いたしました。
　また、当社グループが属する化粧品業界は、近時、異業種からの新規参入、商品の低価
格化、販売チャネルの多様化等による競争の激化が続いており、当社グループを取り巻く
環境は厳しさを増しております。
　このような状況のもと、当社グループにおきましては、中長期的な更なる成長に向け
て、各事業会社がそれぞれの特性に合わせた積極的な施策を推進してまいりました。
　第３四半期連結会計期間におきましては、カラーコンタクトレンズ事業を展開しており
ました連結子会社であるクレイトン・ダイナミクス株式会社の全株式を譲渡し、第３四半
期連結会計期間期首をみなし売却日として、連結の範囲から除外しております。そのた
め、カラーコンタクトレンズ事業の業績は、第２四半期連結累計期間までを連結の範囲に
含めております。

　
　以上の結果、当連結会計年度の業績は、売上高2,668,408千円（前年同期比38.1％
減）、営業利益111,183千円（同59.9％減）、経常利益161,356千円（同38.0％減）とな
りました。また、子会社株式の譲渡に関する特別利益が発生したことにより、親会社株主
に帰属する当期純利益は200,597千円（同63.9％増）となりました。
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　セグメント別の業績は、次のとおりであります。
① コミュニケーション・セールス事業
　コミュニケーション・セールス事業におきましては、新たな顧客層の取り込みとリピ
ート率の向上を図るための施策に取り組むほか、Web・スマホ対応にも注力し、広告
宣伝費を投下してまいりました。本年９月には、従来のブランドに加え、価格帯やター
ゲットを変えたセカンドブランドを立ち上げ、販売を開始しております。
　今後につきましても、季節に応じた新商品などを導入していく予定であり、積極的な
マーケティング活動を行ってまいります。
　しかしながら、当連結会計年度におきましては、新規顧客の獲得に苦戦しており、当
初予定しておりました売上高を下回る結果となりました。これにより、売上高
1,607,959千円（前年同期比6.6％減）、セグメント利益11,098千円（同91.5％減）と
なりました。

　
② 化粧品卸事業
　化粧品卸事業におきましては、古くなった角質を除去するための商品『ナチュラルア
クアジェル Cure』及び岩塩を原料とする入浴剤『Cure バスタイム』の販売を行って
おり、市場でも高い評価を受けております。
　今後は、社内にWeb販売部門を立ち上げ、従来あまり力を入れてこなかったWeb販
売についても積極的に行ってまいります。
　当連結会計年度におきましては、従来からの商品に加え、新商品を開発するためのマ
ーケティング活動を積極的に行ってまいりましたが、当初予定しておりました、当連結
会計年度中の販売を開始できなかったことにより、売上高636,424千円（前年同期比
6.2％減）、セグメント利益180,779千円（同29.1％減）となりました。

　
③ カラーコンタクトレンズ事業
　カラーコンタクトレンズ事業におきましては、第３四半期連結会計期間に、この事業
を展開するクレイトン・ダイナミクス株式会社の全株式を譲渡し、第３四半期連結会計
期間期首をみなし売却日としたことで、第２四半期連結累計期間までの業績を連結の範
囲に含めております。これにより売上高424,220千円（前年同期比77.8％減）、セグメ
ント損失70,073千円（前年同期は87,889千円のセグメント損失）となりました。
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（２）設備投資の状況
　 特記事項はありません。

　
（３）財産及び損益の状況
① 企業集団の財産及び損益の状況

　

項 目
第12期

平成26年９月期
第13期

平成27年９月期
第14期

平成28年９月期
第15期

平成29年９月期
（当連結会計年度）

売 上 高 （千円） 1,273,344 2,373,397 4,311,816 2,668,408

経 常 利 益 （千円） 58,051 77,922 260,210 161,356

親会社株主に帰属する当期純利益 （千円） 296,362 31,621 122,398 200,597

１株当たり当期純利益 （円） 49.50 4.79 17.82 29.21

総 資 産 （千円） 1,619,047 2,882,345 3,211,418 3,268,285

純 資 産 （千円） 1,031,658 1,162,953 1,282,190 1,478,076
　
② 当社の財産及び損益の状況

　

項 目
第12期

平成26年９月期
第13期

平成27年９月期
第14期

平成28年９月期
第15期

平成29年９月期
（当事業年度）

売 上 高 （千円） 66,000 106,800 163,400 368,600

経常利益又は経常損失（△）（千円） △25,652 △12,803 △14,038 143,351

当期純利益又は当期純損失（△）（千円） 196,350 △17,509 △12,366 143,991
１株当たり当期純利益又は
１株当たり当期純損失（△） （円） 32.80 △2.65 △1.80 20.97

総 資 産 （千円） 1,176,401 1,941,344 1,809,959 2,256,370

純 資 産 （千円） 1,060,133 1,142,297 1,126,768 1,266,048
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（４）重要な親会社及び子会社の状況
① 親会社の状況
　該当事項はありません。

　
② 重要な子会社の状況

　

会社名 資本金 出資比率 主要な事業内容

株式会社フェヴリナ 100,000千円 100％ コミュニケーション・セールス事業
（化粧品・健康食品等の通信販売）

株式会社サイエンスボーテ 55,000千円 100％ コミュニケーション・セールス事業
（化粧品の通信販売）

株式会社Ｃｕｒｅ 50,000千円 100％ 化粧品卸事業

（注）平成29年６月29日に連結子会社であったクレイトン・ダイナミクス株式会社の全株式を譲渡したこ
とにより、カラーコンタクトレンズ事業を構成しておりました、同社及びその子会社株式会社プラ
ンＡを子会社から除外しております。
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（５）対処すべき課題
当社グループは、化粧品及び健康食品の通信販売事業を行うコミュニケーション・セー
ルス事業と化粧品及び入浴剤の卸販売を行う化粧品卸事業の２つの事業を展開しておりま
す。当社が属する化粧品事業は、近時、異業種からの新規参入、商品の低価格化、販売チ
ャネルの多様化等による競争の激化が続いており、当社グループを取り巻く環境は厳しさ
を増しております。
当社グループは、上記のうち、販売チャネルの多様化への対策が、急務かつ重要な経営
課題であると認識しており、自社ECサイトの再構築に集中的な取組みを行っている状況
であります。また、化粧品卸事業におきましては、市場でも高い評価を受けている
『Cure』ブランドを活かした新商品の販売にも注力してまいります。
　これらの課題に加え、企業の社会的責任を果たすべく、リスク管理やコンプライアンス
を徹底し、市場の変化と顧客ニーズに対応した積極的な事業展開を図り、当社グループの
更なる成長に向け、グループ会社の管理体制を強化してまいります。
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（６）主要な事業内容
　当社グループは、「コミュニケーション・セールス事業」「化粧品卸事業」を主な事業と
しております。
　なお、「カラーコンタクトレンズ事業」につきましては、第３四半期連結会計期間に同
事業を構成する、クレイトン・ダイナミクス株式会社の全株式を譲渡したことにより、当
社グループの事業展開は以下のとおりとなりました。

　
・コミュニケーション・セールス事業
化粧品及び健康食品等の通信販売を行っております。
（関係会社）株式会社フェヴリナ、株式会社サイエンスボーテ
　
・化粧品卸事業
化粧品及び入浴剤の卸売りを行っております。
（関係会社）株式会社Ｃｕｒｅ

　

（７）主要な事業所
① 当社の主要な事業所
本社 福岡市中央区薬院一丁目１番１号

　薬院ビジネスガーデン ８階
　
② 子会社の主要な事業所
株式会社フェヴリナ 福岡市中央区薬院一丁目１番１号

　薬院ビジネスガーデン ８階
株式会社サイエンスボーテ 福岡市中央区大名二丁目８番18号

　天神パークビル ８階
株式会社Ｃｕｒｅ 東京都千代田区飯田橋三丁目11番13号

　FORECAST飯田橋 ８階
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（８）使用人の状況
① 企業集団の使用人の状況

　

事 業 区 分 使 用 人 数 前連結会計年度末比増減
コミュニケーション・セールス事業 83（１）名 ７名減 （３名減）
化 粧 品 卸 事 業 10（―）名 ２名増 （―名 ）
カ ラ ー コ ン タ ク ト レ ン ズ 事 業 ―（―）名 ６名減 （７名減）
全 社 （共 通） ８（―）名 ２名増 （―名 ）

合 計 101（１）名 ９名減 （10名減）
　

（注）１．使用人数は就業員数であり、パート及び嘱託社員は（ ）内に年間の平均人員を外数で記載しており
ます。

２．カラーコンタクトレンズ事業の使用人数が大幅に減少しているのは、同事業を構成しておりました、
クレイトン・ダイナミクス株式会社の全株式を譲渡したためであります。

３．全社（共通）として記載されている従業員は、特定のセグメントに区分できない当社（純粋持株会
社）に所属しているものであります。

② 当社の使用人の状況
　

使用人数 前事業年度末比増減 平均年齢 平均勤続年数
８名 ２名増 35.8歳 ２年０ヶ月

　
（９）主要な借入先の状況
　

借入先 借入金残高
株式会社西日本シティ銀行 876,124千円
株式会社みずほ銀行 360,000千円
株式会社佐賀銀行 143,768千円

　
（10）その他企業集団の現況に関する重要な事項

CSR活動について
　当社グループは、企業の社会性を認識し、社会貢献活動を重要な責務と捉えておりま
す。当事業年度におきましては、従来からの株主優待制度であるグループ商品の受取りや
クーポン券としてのご利用に代えて、熊本地震への寄付を選択いただけるようにしており
ます。今後も自然災害等の罹災地域への義援金の拠出等に取組んでまいります。
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２．株式に関する事項
（１）発行可能株式総数 12,000,000株
（２）発行済株式の総数 6,973,470株（うち自己株式 105,870株）
（３）株主数 19,260名
（４）大株主（上位11名）
　

株主名
当社への出資状況

持株数 持株比率
井 康 彦 1,339,280株 19.50％
㈱ ウ ェ ル ホ ー ル デ ィ ン グ ス 1,230,500株 17.92％
ワ イ ズ コ レ ク シ ョ ン ㈱ 560,000株 8.15％
大 坂 浩 幸 224,000株 3.26％
鳥 居 徹 100,090株 1.46％
堀 内 昭 彦 65,300株 0.95％
近 藤 雅 喜 50,000株 0.73％
㈲ プ ロ ッ シ モ 40,100株 0.58％
土 田 雅 彦 33,500株 0.49％
片 上 哲 也 31,000株 0.45％
梯 英 雄 31,000株 0.45％

　

（注）１．当社は、自己株式を105,870株保有しておりますが、上記大株主からは除外しております。
２．持株比率は、自己株式を控除して計算しております。
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３．会社役員に関する事項
（１）取締役及び監査役の状況（平成29年９月30日現在）
　

地 位 氏 名 担 当 及 び 重 要 な 兼 職 の 状 況

代 表 取 締 役 社 長 洲 崎 智 広

㈱ ア イ ・ コ ー リ ン グ 取 締 役
㈱ テ ク ノ ブ ラ ッ ド 監 査 役
手 間 い ら ず ㈱ 取 締 役
㈱ Ｃ ｕ ｒ ｅ 代 表 取 締 役
㈱ フ ェ ヴ リ ナ 取 締 役

取 締 役 会 長 井 康 彦 ㈱ ウ ェ ル ホ ー ル デ ィ ン グ ス 代 表 取 締 役

取 締 役 神 代 亜 紀 ㈱ フ ェ ヴ リ ナ 取 締 役
㈱ Ｃ ｕ ｒ ｅ 取 締 役

取 締 役 大 坂 浩 幸
㈱ サ イ エ ン ス ボ ー テ 代 表 取 締 役
㈱ フ ェ ヴ リ ナ 代 表 取 締 役
㈱ Ｃ ｕ ｒ ｅ 取 締 役

取 締 役 梯 英 雄 ㈱ Ｃ ｕ ｒ ｅ 取 締 役
㈲ Ｓ Ｔ Ｅ Ｅ Ｒ 取 締 役

取 締 役 浅 井 克 仁 ㈱ 遺 伝 子 治 療 研 究 所 代 表 取 締 役
取 締 役 佐 藤 隆 治 ㈲ エ ス ア ン ド カ ン パ ニ ー 代 表 取 締 役
常 勤 監 査 役 大 木 一 顯 大 木 一 顯 税 理 士 事 務 所 所 長

監 査 役 鬼 塚 恒 ㈱ フ ェ ヴ リ ナ 監 査 役
㈱ サ イ エ ン ス ボ ー テ 監 査 役

監 査 役 廣 瀬 隆 明

廣 瀬 公 認 会 計 士 事 務 所 所 長
北 九 州 ベ ン チ ャ ー キ ャ ピ タ ル ㈱ 代 表 取 締 役
日 創 プ ロ ニ テ ィ ㈱ 監 査 役
㈱ TRUCK-ONE 取 締 役
㈱ ナ フ コ 取 締 役
北 九 州 市 監 査 委 員
㈱ プ ラ ッ ツ 監 査 役

　

（注）１．取締役浅井克仁氏及び佐藤隆治氏は、社外取締役であります。
２．監査役大木一顯氏、鬼塚恒氏及び廣瀬隆明氏は、社外監査役であります。
３．監査役大木一顯氏につきましては、東京証券取引所に対し、独立役員として届け出ております。
４．監査役大木一顯氏は、税理士の資格を有しており、財務及び会計に関する相当程度の知見を有してお
ります。

５．監査役廣瀬隆明氏は、公認会計士の資格を有しており、財務及び会計に関する相当程度の知見を有し
ております。
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（２）取締役及び監査役の報酬等
当事業年度に係る報酬等の総額

　

区 分 支 給 人 員 支 給 額
取 締 役
（う ち 社 外 取 締 役）

４名
（２名）

26,100千円
（6,000千円）

監 査 役
（う ち 社 外 監 査 役）

３名
（３名）

4,800千円
（4,800千円）

合 計
（う ち 社 外 役 員）

７名
（５名）

30,900千円
（10,800千円）

　

（注）１．当社の設立が承認された平成15年10月27日開催の株主総会決議による取締役の報酬限度額は、月額
20百万円以内（ただし、使用人分給与は含まない）であります。

２．当社の設立が承認された平成15年10月27日開催の株主総会決議による監査役の報酬限度額は、月額
３百万円以内であります。

３．当事業年度において、社外役員が子会社から、役員として受けた報酬等の総額は2,400千円でありま
す。

　
（３）社外役員に関する事項
① 重要な兼職の状況並びに当社と当該兼職先との関係

　

地 位 氏 名 兼職する法人等 兼職の内容
取 締 役 浅 井 克 仁 ㈱遺伝子治療研究所 代表取締役
取 締 役 佐 藤 隆 治 ㈲エスアンドカンパニー 代表取締役
監 査 役 大 木 一 顯 大木一顯税理士事務所 所長

監 査 役 鬼 塚 恒
㈱フェヴリナ 監査役
㈱サイエンスボーテ 監査役

監 査 役 廣 瀬 隆 明

廣瀬公認会計士事務所 所長
北九州ベンチャーキャピタル㈱ 代表取締役
日創プロニティ㈱ 監査役
㈱TRUCK-ONE 取締役
㈱ナフコ 取締役
北九州市 監査委員
㈱プラッツ 監査役

　

（注）当社と上記法人等の間に重要な取引関係はありません。
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② 各社外役員の当事業年度における主な活動状況
・取締役会及び監査役会への出席状況

　

取締役会
（18回開催）

監査役会
（12回開催）

出 席 回 数 出 席 回 数
取 締 役 浅 井 克 仁 18回 －回
取 締 役 佐 藤 隆 治 17回 －回
監 査 役 大 木 一 顯 18回 12回
監 査 役 鬼 塚 恒 18回 12回
監 査 役 廣 瀬 隆 明 16回 11回

　
　 ・取締役会及び監査役会における発言状況

　社外取締役及び社外監査役は、議案審議に必要な意見を述べるなど、取締役会の意思
決定の妥当性・適正性を確保するための助言・提言を行っております。

　
③ 社外役員と締結している責任限定契約の内容の概要
　当社と各社外取締役及び各社外監査役は、会社法第427条第１項の規定に基づき、同
法第423条第１項の損害賠償責任を限定する契約を締結しております。当該契約に基づ
く損害賠償責任の限度額は、法令が定める額としております。

　

宝印刷株式会社 2017年11月28日 10時23分 $FOLDER; 12ページ （Tess 1.50(64) 20161024_02）



招
集
ご
通
知

連
結
計
算
書
類

計
算
書
類

監
査
報
告
書

株
主
総
会
参
考
書
類

事
業
報
告

― 13 ―

４．会計監査人に関する事項
（１）名称 有限責任監査法人トーマツ
　
（２）報酬等の額

支 払 額
報酬等の額 30,000千円
当社及び子会社が会計監査人に支払うべき金銭その他の財産上の
利益の合計額 30,000千円

　

（注）監査役会は、会計監査人の監査計画の内容、会計監査の職務遂行状況及び報酬見積りの算出根拠などが適
切であるかどうかについて必要な検証を行ったうえで、会計監査人の報酬等の額について同意の判断をい
たしました。

　
（３）非監査業務の内容

　該当事項はありません。
　
（４）会計監査人の解任または不再任の決定の方針

　監査役会は、会計監査人の職務の執行に支障がある場合等、その必要があると判断した
場合は、株主総会に提出する会計監査人の解任または不再任に関する議案の内容を決定い
たします。
　また、会計監査人が会社法第340条第１項各号に定める項目に該当すると認められる場
合は、監査役全員の同意に基づき、会計監査人を解任いたします。この場合、監査役会が
選定した監査役は、解任後最初に招集される株主総会におきまして、会計監査人を解任し
た旨と解任の理由を報告いたします。

　
（５）責任限定契約の内容の概要

　当社と会計監査人は、会社法第427条第１項の規定に基づき、同法第423条第１項の損
害賠償責任を限定する契約を締結しております。当該契約に基づく責任の限度額は、法令
が規定する額としております。

　
（６）当社の会計監査人以外の公認会計士または監査法人の当社の子会社の計算書類監査の状況

　該当事項はありません。
　
（７）会計監査人の辞任または解任

　該当事項はありません。
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５．剰余金の配当等の決定に関する方針
（１）利益配分に関する基本方針

　当社は、企業価値の継続的向上を図るとともに、株主の皆様に対する業績に裏付けられ
た利益還元を経営の最重要課題のひとつと位置付けたうえで、財務体質の強化と積極的な
事業展開に必要な内部留保の充実を勘案し、安定かつ継続した配当政策を実施することを
基本方針としております。今後も中長期的な視点にたって、成長が見込まれる事業分野に
経営資源を投入することにより、持続的な成長と企業価値の向上並びに株主価値の増大に
努めてまいります。

　
（２）当期の配当金

　当期における期末配当は、業績拡大に必要な内部留保を確保したうえで、今後、業績に
裏付けられた利益還元を安定的かつ継続的に行えるよう、誠に遺憾ではございますが、無
配とさせていただく予定であります。

　
（３）次期の配当金に関する見通し

　利益配当金につきましては、未定とさせていただきますが、次期の復配を目指してまい
ります。なお、内部留保資金の使途につきましては、今後の積極的な事業展開とリスクへ
の備えとして活用してまいります。
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連 結 貸 借 対 照 表
　

　

（平成29年９月30日現在）
（単位：千円）

　

科 目 金 額 科 目 金 額
（資 産 の 部） （負 債 の 部）

流動資産 2,586,358 流動負債 832,132
現金及び預金 1,838,641 買掛金 41,643
売掛金 143,632 短期借入金 450,000
商品及び製品 264,847 １年内返済予定の長期借入金 154,072
原材料及び貯蔵品 22,409 リース債務 2,216
繰延税金資産 60,396 未払法人税等 3,375
短期貸付金 200,000 賞与引当金 14,653
その他 56,444 返品調整引当金 825
貸倒引当金 △12 株主優待引当金 29,522

固定資産 681,926 その他 135,822
有形固定資産 33,349 固定負債 958,076
建物 21,550 長期借入金 870,810
リース資産 7,256 リース債務 5,987
その他 4,542 繰延税金負債 64,124
無形固定資産 605,922 資産除去債務 17,153
のれん 164,732 負 債 合 計 1,790,208
顧客関連資産 368,807 （純 資 産 の 部）
その他 72,383 株主資本 1,474,823

投資その他の資産 42,653 資本金 882,788
繰延税金資産 312 資本剰余金 348,117
その他 42,341 利益剰余金 273,855

自己株式 △29,938
新株予約権 3,253
純 資 産 合 計 1,478,076

資 産 合 計 3,268,285 負 債 ・ 純 資 産 合 計 3,268,285
　

（記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。）
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連 結 損 益 計 算 書
　

（平成
平成

28
29
年
年
10
９
月
月
１
30
日から
日まで）

（単位：千円）
　

科 目 金 額
売上高 2,668,408
売上原価 867,069
売上総利益 1,801,338
返品調整引当金戻入額 994
返品調整引当金繰入額 825
差引売上総利益 1,801,507
販売費及び一般管理費 1,690,323
営業利益 111,183
営業外収益
受取利息 6,588
貸倒引当金戻入額 64,249
その他 4,515 75,352

営業外費用
支払利息 18,686
事務所移転費用 5,877
その他 615 25,179

経常利益 161,356
特別利益
新株予約権戻入益 7,695
子会社株式売却益 108,459 116,154

税金等調整前当期純利益 277,510
法人税、住民税及び事業税 47,949
法人税等調整額 28,963 76,913
当期純利益 200,597
親会社株主に帰属する当期純利益 200,597

　

（記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。）
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貸 借 対 照 表
　

　

（平成29年９月30日現在）
（単位：千円）

　

科 目 金 額 科 目 金 額
（資 産 の 部） （負 債 の 部）

流動資産 1,305,882 流動負債 489,429
現金及び預金 1,030,966 短期借入金 350,000
短期貸付金 200,000 １年内返済予定の長期借入金 80,040
関係会社短期貸付金 53,439 賞与引当金 1,603
その他 21,476 株主優待引当金 29,522

固定資産 950,487 その他 28,263
有形固定資産 25,374 固定負債 500,892
建物 24,919 長期借入金 479,950
その他 455 繰延税金負債 3,788
投資その他の資産 925,112 資産除去債務 17,153
関係会社株式 565,680 負 債 合 計 990,322
関係会社長期貸付金 320,797 （純 資 産 の 部）
その他 38,634 株主資本 1,262,795

資本金 882,788
資本剰余金 348,117
資本準備金 348,109
その他資本剰余金 7
利益剰余金 61,827
利益準備金 919
その他利益剰余金 60,907
繰越利益剰余金 60,907

自己株式 △29,938
新株予約権 3,253
純 資 産 合 計 1,266,048

資 産 合 計 2,256,370 負 債 ・ 純 資 産 合 計 2,256,370
　

（記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。）
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損 益 計 算 書
　

（平成
平成

28
29
年
年
10
９
月
月
１
30
日から
日まで）

（単位：千円）
　

科 目 金 額
売上高 368,600
売上総利益 368,600
販売費及び一般管理費 229,983
営業利益 138,616
営業外収益
受取利息 15,911
その他 329 16,240

営業外費用
支払利息 7,243
事務所移転費用 4,263 11,506

経常利益 143,351
特別利益
新株予約権戻入益 7,695
子会社株式売却益 6,791 14,486

税引前当期純利益 157,837
法人税、住民税及び事業税 12,839
法人税等調整額 1,006 13,845
当期純利益 143,991

　

（記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。）
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連結計算書類に係る会計監査報告
　

独立監査人の監査報告書
平成２９年１１月１６日

株式会社フォーシーズホールディングス
　取締役会 御中

有限責任監査法人 トーマツ
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 野 澤 啓 ㊞
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 池 田 徹 ㊞

　当監査法人は、会社法第４４４条第４項の規定に基づき、株式会社フォーシーズホールディングスの平成２
８年１０月１日から平成２９年９月３０日までの連結会計年度の連結計算書類、すなわち、連結貸借対照表、
連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書及び連結注記表について監査を行った。

連結計算書類に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して連結計算書類を作
成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない連結計算書類を作成し
適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から連結計算書類に対する意見を
表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査
を行った。監査の基準は、当監査法人に連結計算書類に重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証
を得るために、監査計画を策定し、これに基づき監査を実施することを求めている。
　監査においては、連結計算書類の金額及び開示について監査証拠を入手するための手続が実施される。監査
手続は、当監査法人の判断により、不正又は誤謬による連結計算書類の重要な虚偽表示のリスクの評価に基づ
いて選択及び適用される。監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、当
監査法人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、連結計算書類の作
成と適正な表示に関連する内部統制を検討する。また、監査には、経営者が採用した会計方針及びその適用方
法並びに経営者によって行われた見積りの評価も含め全体としての連結計算書類の表示を検討することが含ま
れる。
　当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。
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監査意見
　当監査法人は、上記の連結計算書類が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠
して、株式会社フォーシーズホールディングス及び連結子会社からなる企業集団の当該連結計算書類に係る期
間の財産及び損益の状況をすべての重要な点において適正に表示しているものと認める。

利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上
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計算書類に係る会計監査報告
　

独立監査人の監査報告書
平成２９年１１月１６日

株式会社フォーシーズホールディングス
　取締役会 御中

有限責任監査法人 トーマツ
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 野 澤 啓 ㊞
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 池 田 徹 ㊞

　当監査法人は、会社法第４３６条第２項第１号の規定に基づき、株式会社フォーシーズホールディングスの
平成２８年１０月１日から平成２９年９月３０日までの第１５期事業年度の計算書類、すなわち、貸借対照
表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表並びにその附属明細書について監査を行った。

計算書類等に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して計算書類及びその
附属明細書を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない計算書
類及びその附属明細書を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用するこ
とが含まれる。

監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から計算書類及びその附属明細書
に対する意見を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準
に準拠して監査を行った。監査の基準は、当監査法人に計算書類及びその附属明細書に重要な虚偽表示がない
かどうかについて合理的な保証を得るために、監査計画を策定し、これに基づき監査を実施することを求めて
いる。
　監査においては、計算書類及びその附属明細書の金額及び開示について監査証拠を入手するための手続が実
施される。監査手続は、当監査法人の判断により、不正又は誤謬による計算書類及びその附属明細書の重要な
虚偽表示のリスクの評価に基づいて選択及び適用される。監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明
するためのものではないが、当監査法人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案
するために、計算書類及びその附属明細書の作成と適正な表示に関連する内部統制を検討する。また、監査に
は、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価も含め全体とし
ての計算書類及びその附属明細書の表示を検討することが含まれる。
　当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。
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監査意見
　当監査法人は、上記の計算書類及びその附属明細書が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会
計の基準に準拠して、当該計算書類及びその附属明細書に係る期間の財産及び損益の状況をすべての重要な点
において適正に表示しているものと認める。

利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上
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監査役会の監査報告
　

監 査 報 告 書

　当監査役会は、平成２８年１０月１日から平成２９年９月３０日までの第１５期事業年度の取締役の職務の
執行に関して、各監査役が作成した監査報告書に基づき、審議の上、本監査報告書を作成し、以下のとおり報
告いたします。

１．監査役及び監査役会の監査の方法及びその内容
　監査役会は、監査の方針、職務の分担等を定め、各監査役から監査の実施状況及び結果について報告を受
けるほか、取締役等及び会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求め
ました。
　各監査役は、監査役会が定めた監査役監査の基準に準拠し、監査の方針、職務の分担等に従い、取締役、
内部監査部門その他の使用人等と意思疎通を図り、情報の収集及び監査の環境の整備に努めるとともに、取
締役会その他重要な会議に出席し、取締役及び使用人等からその職務の執行状況について報告を受け、必要
に応じて説明を求め、重要な決裁書類等を閲覧し、業務及び財産の状況を調査いたしました。また、事業報
告に記載されている取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制その他株式会
社の業務の適正を確保するために必要なものとして会社法施行規則第１００条第１項及び第３項に定める体
制の整備に関する取締役会決議の内容及び当該決議に基づき整備されている体制（内部統制システム）につ
いて、取締役及び使用人等からその構築及び運用の状況について定期的に報告を受け、必要に応じて説明を
求め、意見を表明いたしました。子会社については、子会社の取締役及び監査役等と意思疎通及び情報の交
換を図り、必要に応じて子会社からの事業の報告を受けました。以上の方法に基づき、当該事業年度に係る
事業報告及びその附属明細書について検討いたしました。
　さらに、会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを監視及び検証するとと
もに、会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。また、会
計監査人から「職務の遂行が適正に行われることを確保するための体制」（会社計算規則第１３１条各号に
掲げる事項）を「監査に関する品質管理基準」（平成１７年１０月２８日企業会計審議会）等に従って整備
している旨の通知を受け、必要に応じて説明を求めました。以上の方法に基づき、当該事業年度に係る計算
書類（貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表）及びその附属明細書並びに連結計
算書類（連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書及び連結注記表）について検討いた
しました。
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２．監査の結果
（１）事業報告等の監査結果
一 事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況を正しく示しているものと認めま
す。

二 取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令もしくは定款に違反する重大な事実は認められませ
ん。

三 内部統制システムに関する取締役会決議の内容は相当であると認めます。また、当該内部統制システ
ムに関する事業報告の記載内容及び取締役の職務の執行についても、指摘すべき事項は認められませ
ん。

（２）計算書類及びその附属明細書の監査結果
　会計監査人有限責任監査法人トーマツの監査の方法及び結果は相当であると認めます。

（３）連結計算書類の監査結果
　会計監査人有限責任監査法人トーマツの監査の方法及び結果は相当であると認めます。

平成２９年１１月１７日

株式会社フォーシーズホールディングス 監査役会
常勤監査役（社外） 大 木 一 顯 ㊞
社 外 監 査 役 鬼 塚 恒 ㊞
社 外 監 査 役 廣 瀬 隆 明 ㊞

　

以 上
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株主総会参考書類
　
議 案 取締役５名選任の件
　
　本定時株主総会終結の時をもって、取締役７名全員は任期満了となります。つきましては、
取締役５名の選任をお願いするものでございます。
　 取締役候補者は、次のとおりであります。
　

候補者
番 号

氏 名
(生年月日) 略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況 所有する当社

株 式 の 数

１ 洲　崎　智　広
す ざき とも ひろ

（昭和45年８月３日）

平成12年３月 ㈱ストックリサーチ設立
代表取締役副社長

平成14年３月 ㈱アイ・コーリング設立
代表取締役

平成15年６月 サイトデザイン㈱ 監査役
平成15年６月 ボーステック㈱ 取締役
平成15年12月 当社 監査役
平成17年７月 ㈱テクノブラッド 監査役（現任）
平成18年７月 ㈱アイ・コーリング

取締役（現任）
平成23年９月 比較.com㈱（現 手間いらず㈱）

取締役（現任）
平成24年６月 当社 取締役
平成26年６月 ㈱フェヴリナ販売（現 ㈱フェヴリナ）

取締役
平成27年12月 当社 代表取締役（現任）
平成28年12月 ㈱Cure 取締役
平成29年７月 ㈱Cure 代表取締役（現任）

4,330株

２ 井
い
　 康　彦

やす ひこ

（昭和33年５月26日）

昭和53年10月 ㈱学生援護会 入社
平成 ２年１月 ㈲エバーライフ（現 ㈱エバーライフ）

設立 代表取締役
平成14年８月 ㈱フェヴリナ 代表取締役
平成15年８月 ㈱ウェルホールディングス

代表取締役（現任）
平成15年12月 当社 代表取締役会長
平成16年５月 ㈱フェヴリナ 取締役
平成17年６月 当社 取締役
平成23年６月 ㈱サイエンスボーテ

取締役
平成26年２月 クレイトン・ダイナミクス㈱

取締役
平成26年12月 当社 取締役会長（現任）

1,339,280株
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候補者
番 号

氏 名
(生年月日) 略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況 所有する当社

株 式 の 数

３ 大　坂　浩　幸
おお さか ひろ ゆき

（昭和48年２月20日）

平成 ７年４月 ㈱熊本ファミリー銀行
（現㈱熊本銀行）入行

平成17年３月 ㈲ファインブリッジ設立
代表取締役

平成20年３月 ㈱サイエンスボーテ設立
代表取締役（現任）

平成26年６月 当社 取締役（現任）
平成28年12月 ㈱Cure 取締役（現任）
平成29年８月 ㈱フェヴリナ 代表取締役（現任）

224,000株

４ 浅　井　克　仁
あさ い かつ ひと

（昭和35年５月４日）

昭和59年４月 ㈱三菱銀行
（現 ㈱三菱東京UFJ銀行）入行

平成12年９月 ビジョン・キャピタル 共同設立
平成15年１月 フットワークエクスプレス㈱

代表取締役社長
平成21年４月 リッジウェイ・キャピタル・パートナ

ーズ㈱ 入社
平成21年10月 同社 取締役
平成23年６月 ㈱エバーライフ 代表取締役
平成25年７月 ㈱ファーマフーズ 顧問
平成25年12月 ターボリナックスＨＤ㈱

（現 ㈱ジオネクスト）取締役
平成26年３月 同社 代表取締役社長
平成26年３月 コネクト㈱ 取締役
平成26年３月 ターボリナックス㈱ 取締役
平成26年３月 ㈱東環 取締役
平成26年５月 ㈱遺伝子治療研究所

代表取締役（現任）
平成26年７月 ㈱仙真堂 代表取締役
平成26年12月 当社 取締役（現任）

―株

宝印刷株式会社 2017年11月28日 10時23分 $FOLDER; 26ページ （Tess 1.50(64) 20161024_02）



招
集
ご
通
知

連
結
計
算
書
類

計
算
書
類

監
査
報
告
書

株
主
総
会
参
考
書
類

事
業
報
告

― 27 ―

候補者
番 号

氏 名
(生年月日) 略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況 所有する当社

株 式 の 数

５ 佐　藤　隆　治
さ とう たか はる

（昭和33年４月15日）

昭和57年10月 ㈱日本データネット（現 ソフトバン
ク㈱）入社

平成 ３年11月 ㈱システムソフト 常務取締役
平成 ９年４月 同社 代表取締役社長
平成10年８月 社団法人マルチメディア・アライアン

ス福岡 理事
平成11年４月 社団法人コンピュータソフトウェア著

作権協会 理事
平成17年８月 ㈲エスアンドカンパニー設立

代表取締役（現任）
平成27年12月 当社 取締役（現任）

―株

　

（注）１．各候補者と当社との間に特別の利害関係はありません。
２．浅井克仁氏及び佐藤隆治氏は社外取締役候補者であります。
３．浅井克仁氏及び佐藤隆治氏を社外取締役候補者とした理由は以下のとおりであります。
両氏は、経営者としての豊富な経験と幅広い見識を当社の経営に反映していただくため、また当社か
ら独立した立場にあり、当社のコーポレート・ガバナンスの一層の強化を図るため、社外取締役とし
ての選任をお願いするものであります。

４．浅井克仁氏は、現在当社の社外取締役であり、社外取締役の在任期間は、本株主総会の終結の時をも
って３年であります。

５．佐藤隆治氏は、現在当社の社外取締役であり、社外取締役の在任期間は、本株主総会の終結の時をも
って２年であります。

６．浅井克仁氏及び佐藤隆治氏は当社の間で、会社法第423条第１項の損害賠償責任を法令が定める額に
限定する契約を締結しており、同氏の再任が承認された場合には、本契約を継続する予定でありま
す。

以 上
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佐田病院

タカクラホテル福岡

西鉄
薬院駅

薬院駅 市営地下鉄七隈線 渡辺通駅

至 天神南駅

渡辺通北
Bivi

ローソン

河合塾

電気ビル
共創館

見やすいユニバー
サルデザインフォ
ントを採用してい
ます。

株主総会会場ご案内図
　

　
・場所 福岡市中央区渡辺通二丁目７番21号

タカクラホテル福岡 ２階
「富士の間」
TEL．092－731－1661

・交通 西鉄大牟田線・薬院駅（北口）より徒歩１分
市営地下鉄七隈線・薬院駅１番出口より徒歩２分
西鉄バス・薬院駅前バス停より徒歩２分
福岡都市高速・天神北ランプより車で10分
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